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深井、巻誠一郎（現ジェフ市原）という駒大を象徴する２

トップが４年生となり臨んだ２００２年シーズン。リーグ

戦は初戦・東学大に敗れるもののその後は攻撃陣が爆発。

前期を首位で折り返す。後期は総理大臣杯の優勝の勢いそ

のままに順大に６－０．青学大に４‐１と順調に勝ち星を

重ねていく。しかし、昨年同様やはりリーグ優勝はそんな

に簡単なものではなかった。前期８‐１と勝利した亜大に

まさかの敗戦。上位陣との対戦でも苦手な東学大に敗戦。

国士大には分けるのがやっとというところ。この時点で首

位は筑波大。最終節、直接対決で勝利すれば優勝という駒

大。死力を尽くした戦いはた田中信成（現ホンダFC）、橋

本早十（現大宮アルディージャ）のゴールで駒大に軍配。

駒大が悲願の初優勝を成し遂げた。 

関東選手権で５位に入り関東第五代表として臨んだ駒大は

１，２回戦と順調に勝ち進み準決勝へ。準決勝の相手は高知

大。想像以上の潜在能力をもった高知大に駒大は一時、１‐

２とリードされてしまうが小林亮、中後といった２年生の活

躍もあり２年連続で決勝の舞台に立つ。決勝の相手は国士大。

接戦が予想されたが深井の５人抜きゴールなどで５－２と駒

大が勝利。昨年の悔しい敗戦を払拭する優勝となった。なお、

駒大はこの大会で４試合１６得点をあげている。 

 昨年のメンバーがほとんど残り、中

後、小林亮など有望な若手を加えて臨

んだリーグ戦。優勝を狙うにふさわし

い陣容が揃った駒大は前期、負けなし

で２位とまずまずの成績を収める。し

かし、総理大臣杯で惜しくも準優勝に

なってしまうとそれを引きずるように

４節戦って１勝２敗１分と完全に首位

との勝ち点を広げられてしまう。ここ

で駒大はミーティングを開き気持ちを

一つにする。「みなが言いたいことを言

い合ったことでチームがひとつになっ

た」（小林久晃・現モンテディオ山形）。

続く東学大戦は５－１の完勝。首位戦

線に踏みとどまるが次節の筑波大に３

－４と惜しくも敗戦。初優勝の夢は惜

しくも絶たれてしまった。そして、リ

ーグ優勝することの難しさ、それをあ
らためて感じるシーズンとなった。 

１回戦で仙台大を３‐１で下

し、２回戦で阪南大に総理大

臣杯決勝の雪辱を果たすと準

決勝も関西大学院大に２‐０

と勝利し決勝へ。決勝はの相

手は国士大。相馬崇志（現東

京ヴェルディ）などのサイド

アタックに苦しめられた駒大

だったが後半、途中出場の中

田洋介（現ベガルタ仙台）が

先制点をあげると深井正樹

（現鹿島アントラーズ）もゴ

ール。国士大の反撃を１点に

おさえ４年ぶり３回目のタイ

トルを獲得した。なおＭＶＰ

には深井が選ばれている 

１，２回戦を順当に勝ち進んだ

駒大は３回戦で翌年に完全制覇

を成し遂げるジュビロ磐田と対

戦した。前半は一進一退の攻防

を展開し０‐０で折り返す。後

半、ジュビロは前田、西のゴー

ルでプロの底力を見せる。しか

し、深井のスーパーゴールで１

点を返すと後半終了間際、１６

３㌢の深井がバックヘッド。こ

れがゴールに吸い込まれ同点。

延長戦は「みんな足がつってい

た」（三上卓哉・現京都パープル

サンガ）という通り気持ちでジ

ュビロを圧倒。しかし、延長後

半にジュビロ藤田にＰＫを決め

られ駒大は敗戦を余儀なくされ

た。しかし、駒大サッカーがプ

ロにも通用するそれが実証され

た試合でもあった。 

この年、高校選手権で未来の駒大を支える選手たちが

躍動した。現在エースの赤嶺真吾は鹿児島実業高校をベ

スト４に導き、自身も優秀選手に選ばれた（ちなみにチ

ームメイトで１年後、駒大に入学する鹿実の柳崎祥兵が

準決勝ゴールを決めている）。熊崎貴之は岐阜工をチー

ム初の準優勝に導いた。２回戦では丸岡高校 vs 大津高

校の対戦があり鈴木亮平（写真左）、２年生だった椿原

徹也（中央）対宮崎大志郎（右）という対戦も実現した。

結果は宮崎のゴールで大津が丸岡をくだしている。笹岡

新伍は１９年ぶりに出場した埼玉南で１０番として出

場。こちらも宮崎率いる大津に３回戦で敗れている。

 

総理大臣杯、リーグ戦を

制し３冠の期待がかか

る駒大。準決勝まではそ

の圧倒的な攻撃力で勝

ち上がる。準決勝・国士

大戦。一進一退の攻防が

続く中、２‐２のまま延

長戦へ。しかし、１０人

になってしまった駒大

は一瞬の隙をつかれ国

士大にVゴールを許して

しまう。この瞬間、駒大

の３冠の夢はついえて

しまった…。 

この年も『打倒 J』を目指して天皇杯３回戦まで

順当に進んだ駒大。相手はなんとこの年、駒大サ

ッカー部を退部した那須大亮（現横浜Fマリノス）

が所属するマリノス。那須も出場したこの試合。

深井のドリブルなどで決定機は作るもののチャ

ンスを生かせず試合巧者のマリノスの術中には

まっていく。結果は０‐３．結果ほどの差はなか

ったもののこれがプロとの差。「前半のいい時間

帯に点がとれていれば…」と巻も悔しさを滲ませ

た。試合後、深井は「夢は後輩たちに託します」

と語った。 

結

高校選手権決勝では FW原（写真右

から２番目）対 DF巻（左から２番

目）の対決が実現した。原率いる

市立船橋高校に対して椿原（中央）

率いる丸岡を初戦でくだした国見

高校の対決。原、巻がマッチアッ

プし火花を散らすなか、結果は１

－０で市船が勝利。国見の３連覇

を阻止した。新川真之介（右）率

いる東福岡はベスト８で惜しくも

敗れ、柳崎（左）の鹿実は２回戦

で茨城の鹿島高校に敗れている。

優勝 

優勝 優勝 ［第２６回総理大臣杯］ 
昨年の雪辱を晴らし見事５年ぶり３度目の優勝 

［第５０回全日本大学サッカー選手権］ 

国士大との死闘を制しインカレ優勝 

［第５１回全日本大学サッカー選手権］ 
準決勝１０３分の死闘 
国士大に敗れ大学３冠の夢散る… 

［［第第８８１１回回高高校校ササッッカカーー選選手手権権］］  
原原一一樹樹とと巻巻佑佑樹樹がが決決勝勝のの舞舞台台でで激激突突！！  

［第８０回高校サッカー選手権］ 
新入生たちが選手権を盛り上げる 


